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 　Byram（1997）によれば，「異文化間能力」とは「態度 Attitudes」「知識 Knowledge」「解釈と関
連付けの技術 Skills of interpreting and relating」「発見とインタラクションの技術 Skills of discovery 


























 3.1　ケース 1：A選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約 3年（最終インタビュー時） 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 2年 23歳 モンテネグロ
2回目 モンテネグロ約 2年半 24歳 モンテネグロ
3回目 モンテネグロ約 3年 25歳 モンテネグロ




































































 　監督とのコミュニケーションについても，現地語で 1対 1での会話が成立することによって「信
頼関係が生まれる」と感じることが具体的に語られる。 










































































































































































めに自分を変えていかなければならないと考えるようになる（語り A ― 2 ― 4）。そのために何が必要
で何をすべきかを考え，試合中「気持ちを出す」，チームで「いちばん走る」といったことが必要
だという結論に至った（語り A ― 2 ― 8）。「チームに必要な存在」になれば，それは「信頼関係」につ
ながり（語り A ― 2 ― 6），たとえ言葉で伝えなくても「気持ち」が伝わるはずである（語り A ― 2 ― 10）。
よって，コミュニケーションをとる上で「気持ち」が最も大切だと結論づけられる（語り A ― 2 ― 7）。
滞在歴約 3年時点のインタビューでは半年前よりもさらに現地語に不自由しなくなり，プレーで気
持ちを見せることに加えて，自分から指示を出してチームメイトを動かす立場になることで，「信
頼が得られる」ようになってきている（語り A ― 3 ― 1）。周りの状況が変化したこともあり，「チーム
を引っ張らなければならない」存在になった（語り A ― 3 ― 4）。移籍話は Aに「自信」をもたらし（語
り A ― 3 ― 6），自分が「チームの中心」になることによって，環境の変化に振り回されないメンタル
を獲得することになった（語り A ― 3 ― 7）。 
 3.2　ケース 2：B選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約 2年半（最終インタビュー時） 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 1年半 24歳 モンテネグロ
2回目 モンテネグロ約 2年 25歳 モンテネグロ
3回目 モンテネグロ約 2年半 25歳 モンテネグロ
 3.2.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年半，24 歳） 























































































 語り B ― 2 ― 6：また次，たぶんチーム変わったら変わったで，またゼロスタートなんで同じよう
に，辛いことが待ってると思います。 
 3.2.3　3 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 2年半，25 歳） 































































































もどかしさを感じていた（語り B ― 1 ― 1）。滞在歴約 1年半の時点でも，チームの主力として活躍し
ていても意見が簡単に受け入れられていたわけではない（語り B ― 1 ― 2）。そのような中で，伝わら
ないことにこだわりすぎず，「自分が工夫して動いた方が，労力がかからない」と考えていた（語
り B ― 1 ― 3）。移籍後の滞在歴約 2年の時点では，Bの意見はチーム内でよく通るようになっている。
そこには試合に出て「結果を出す」ことで，チーム内で「認められた」ことが要因の一つにあげら
れる（語り B ― 2 ― 2）。1部リーグに移籍後の滞在歴 2年半の時点では，チーム全体のレベルが上がっ
たこともあり，もはや意見を言う必要をあまり感じなくなっている（語り B ― 3 ― 3）。この時期は，
長期間試合への出場機会が得られないという，今までに経験したことのない試練を味わった。それ
でも，その状況を「ひっくり返せた」ことは，「人間としての成長」につながることとなった（語
り B ― 3 ― 7）。 
 3.3　ケース 3：C選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約 2年（最終インタビュー時） 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 1年 22歳 モンテネグロ
2回目 モンテネグロ約 1年半 23歳 モンテネグロ
3回目 モンテネグロ約 2年 23歳 モンテネグロ
 3.3.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年，22 歳） 



























































































語り C ― 2 ― 6：やっぱコミュニケーション能力はいちばん必要だし，もっとメンタルですよね。
技術云々はもう，やっていくしかないんで，成長するところの技術は磨いて，…（中略）…い
ちばんコミュニケーションと，もっとメンタルの部分だと思います。
























































にそれほどストレスを感じてはいなかったが（語り C ― 1 ― 2），約 1年半時点でチームの主力として
活躍していても，チーム状況の悪さもあり「信頼」を得ることは簡単ではなかった（語り C ― 2 ― 3）。
そのような中でも，英語による監督とのコミュニケーションを通して語学力の重要性を認識し（語
り C ― 2 ― 2），ピッチ内では現地語を声に出すことでチームメイトからの「信頼を勝ち取る」努力を
していた（語り C ― 2 ― 4）。リーグ上位チームに移籍後の滞在歴約 2年時点では，より具体的に自ら
の役割を理解し，「期待に応える」ことで「結果」を示して，チームからの「信頼」が得られてい
る（語り C ― 3 ― 4）。「サッカー偏差値が高い」環境で難しいポジションをこなせているという状況に
「手応え」を感じ（語り C ― 3 ― 5），よりスケールの大きな目標を抱くようになった（語り C ― 3 ― 6）。 
 3.4　ケース 4：D選手 
 主な海外滞在歴：オーストラリア約 1年→（日本約 1年）→モンテネグロ約 2年（最終インタビュー時） 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 1年 23歳 モンテネグロ
2回目 モンテネグロ約 1年半 23歳 モンテネグロ
3回目 モンテネグロ約 2年 24歳 モンテネグロ
※初回と 2回目の間にパイロット調査としてインタビューを 1回行っているが，今回は分析対象とはしていない。
 3.4.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年，23 歳） 



























































































































感じている（語り D ― 2 ― 1）。この背景には，「チームのために」ではなく「自分のために」という心
境の変化があげられる（語り D ― 2 ― 2）。滞在歴 2年となる頃にはさらに積極的に「自分を出す」よ
うになっている（語り D ― 3 ― 1）。それは言葉で示すというよりは，Dの「変化」や，そこからもた
らされた「自信」により，チーム内でポジティブに受け入れられている（語り D ― 3 ― 2）。しかし，
全ての「変化」は「結果」への通過点に過ぎず，今はまだ試行錯誤の過程である（語り D ― 3 ― 3）。 
 3.5　ケース 5：E選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約 1年半 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 1年半 24歳 モンテネグロ
2回目 日本帰国後約 1年 25歳 日本
 3.5.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年半，24 歳） 

































































「もどかしさ」を感じて苦悩していた（語り E ― 1 ― 1）。帰国後約 1年を経て当時のことを振り返り，「試
合に出ていない」ことでコミュニケーション不足に陥り，自信を失っていたことが語られる（語り
E ― 2 ― 2）。1年半の海外プロサッカー選手としての生活は，確かに「辛かった」が，人間として成長
できた（語り E ― 2 ― 4）。引退後は自らの経験を故郷に「還元したい」という思いを強くし，自らを
成長させてくれたサッカーに今後も携わっていきたいと考えている（語り E ― 2 ― 3）。 
 3.6　ケース 6：F選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約半年→クロアチア約半年 
インタビュー 時期 年齢 場所
初回 モンテネグロ約半年 23歳 モンテネグロ
2回目 日本帰国後約半年 24歳 日本






















































































教育現場に共通するであろう視点を持っていた（語りF ― 1 ― 2）。帰国後は自らの異文化経験から「サッ
カーを楽しくやることが一番大事」と子どもたちに伝え（語り F ― 2 ― 4），指導者として「プレーだ
けではない」人生のための育成をしていきたいと考えている（語り F ― 2 ― 5）。1年間の海外プロサッ






















にも適用可能な理論化の手続き―」『名古屋大学大学院教育発達科学研究科紀要　教育科学』54(2)（pp. 27 ― 44） 
 大谷　尚（2011）「明示的手続きで着手しやすく小規模データに適用可能な質的データ分析手法」『日本感性工学会論
文誌』10(3)（pp. 155 ― 160） 
 松浦依子・宮崎玲子・福島青史（2012）「異文化間コミュニケーション能力のための教育とその教材化について―ハ
 北村雅則・石川美紀子 151
ンガリーの日本語教育教科書『できる』作成を例として―」『国際交流基金日本語教育紀要』8（pp. 87 ― 101） 
 佐藤慎司・奥泉香・仲潔・熊谷由里（2013）「第 1章「文化」文化人類学と言葉の教育における文化概念の変遷と現状」
佐藤慎司・熊谷由里編『異文化コミュニケーション能力を問う　超文化コミュニケーション能力をめざして』（pp. 
3 ― 31）ココ出版 
 大木充（2014）「グローバル人材育成政策と大学人の良識」西山教行・平畑奈美（編）『「グローバル人材」再考―言
語と教育から日本の国際化を考える―』（pp. 48 ― 79）くろしお出版 
 北村雅則・石川美紀子（2014）「セルビア・ベオグラードにおける「日本」の受容に関する調査報告」『アカデミア人
文・自然科学編：南山大学紀要』7（pp. 205 ― 210） 
 西山教行・細川英雄・大木充（編）（2015）『異文化間教育とは何か―グローバル人材育成のために―』くろしお出版 
 石川美紀子・北村雅則（2016）「異文化環境におけるコミュニケーションの実態調査―在モンテネグロ日本人サッカー
選手へのインタビューから―」『アカデミア人文・自然科学編：南山大学紀要』12（pp. 135 ― 148） 
 Byram, M. (1997)  Teaching and Assessing Intercultural Communicative Competence , Multilingual Matters LTD. 
